
























PowビrS1991を見よ。   
＊訳出年代については，袴谷1982：52は443～453年，梶山1984：55は435～443  












Anm．601）。本稿では，－一貫して，karyakarapa→karyakaraDaと改める。   
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pa）が実はこの車の教義を扱うものであることからも窺えるし、（ミ   
yuktiという概念そのものの重要性は言うまでもなく，広くインドー配  
史全体を見渡せば，実に多様な意味を持つことが知られる。7 また初期の  
論理学を伝える（1Jn血∫α甲抽～のぶ近地∫′力〟′～〟XI25がyしIktiを叩t（岬・  
de畠a，pratyak！a，anumぬnaと並ぶ四つめのpram叩…1に数えることはよく  






る。しかしながら，漢訳語をそのまま用いた字桝994：17f，一矢板1989；l，   
4玄焚訳（大正676，16巻709b）による。   




を8枇紀後半から9世紀前半と想宝している。   
7scherreトSchaub1981参吼Steinkellne，1988II：18Anm．43には現代  
が列挙されている。   
8scherreトSchaub1981：192，Steinkellner19881］：18f．，19Anm．娼，Fil1  
1990参照。   
9大正大学声閑地研究会による『梵文声閑地（八）』に畠rBh14l，7－1射L19の  
「四椎道理」の記述の部分の和訳が含まれ，それに対する解説として付せられたも  
のである。   

























よう「，12   






定なので．ニこではコメントを避ける。   
126   
筆者はかつて－Jamdbyangsbzhadpalirdorje（1648－1721）津野嘲旬  
論（乃Ⅶ刷用可血壷）の要点である認識手段の解説』（7‡妬脚J／∫紬〃ぷ 



































M‘Llhews’Chint・Se－Eng［［sh D！ct［071aT3J（Shanghai，ChinaInland Mission  
























15 Yoshimizu（forthcoming）‥119Anm．85ではMSAの用例をBodhi5a（tMbhzJmL  
（以下BBh），〟壷世舟触打払毎脚（以下MAV）におけるものと剛軋 主体的な意  
味を伝えるものと解釈したので，以下で訂正したい。   
128   
1四種のyuktiの意味   
SNStlXに四種のyuktiの概念が説かれるのは，次の文脈に於いてであ  
る。仏陀の教えは，緯，子軋論蔵（Sutra、Vinaya，MatTkalfi）の∴つの部  






は次のように解説する。用   
「諸々の現象するもの（’dubyed，SarPSkara）の生起及び［それにj拍  




はたらきをなすことの因縁となるところのもの，それが【ものがそれ   




2t）  （’thadpassgrubpa’irigspa，uPapattis如1hanayukti）である／1そこ  
16Matrk；1については，例えば松濾1989の解説を参照のこと 
17sNSu：150－155；P55a－h；大正676、709h：′i二：舛19触St亡・ink（．1lnt．rl銅摘丁卜Iti  
Anm．33；Yoshimizu（forthcoming）：114f．Anm．85参E堅。   
川訳文ではなるべく灘訳綿の他用を避けたので，わかりづらい点もあるかもしれ  









うぐ，従って1tha（lpa’isgrubpaIirigspaという訳語は適切ではないと言えよう1例   
品ヤ～d／～ノ′′げ〃裾‘川〟J～〟n∫Xにおける西棟のyuktiについて129  
に如来たちが出硯するしないに関わらず，存在するものは［その性質   
がそれぞれ］確定しているが故に，ものの本質である性質（dbyings，  
dhatu）はまさに確定しているということ，それがものの本質という   




（P66a4f．）と訳す（次の注及びSteinkellner1988u：17Anm．40参照）。   
21sNSu：155，17－25，158，28ff．；P55b8－56a3，57blf．；大正676，709b：・du byed  
rnams■l）yungbadanglrjessuthasnyadgdagspalirgyugangdagyinpadang  







yinpadenichosnyi（1rigspayinnoL［   
mI）ot）tuSpaはこの史を引くが，駅が異なっている（，これが．Hak之1maya1984，  













pa’ozhesgsungspa’ozhesbyebragbshaddoEI   
22Yoshimizu（forthcoming）：115では，それぞれ“derGrund［imSinn von］  
Abhangigkeit”．“derGrund ftirdie Ausiibung einer［bestimmten］Wirkung［des  
jeweiligen Dinges］”，“der Grund［im Sinn］des Nachweises dureh Argumente”．  
“derGrund［imSinn］derNaturderDinge”としたが，このうちkaryakarapayukti   












る「法脚L 咤持軋 であり，根岐にあるものということではないかと考えら  





のではないだろうか〔。   
さて，これがSNSuXに説かれる「I甘種迫理」であるが，白r王ih14l，  
＝」42，2に近い内容の解説があるので，次にそれを比ようい そこでは  
「閏使道理に基づいて人間存在の構成要素の集まり（＝嶽）の教え  
（sk∈1ndh‡1（lビよ三Inこ1）を考える」とあり，2：1具体的な考察対象がり・えられてい  
る。   
「［ものが他のものに］に依付するという迫稚（at〕重言Iyし1k†i）とは何   
か。－1依存［関係〕には二稗ある√J［ものが］′ト起するときに［他のも   
のに］依存する［関係］（ut‡）atty叩ek亨a了と［も♂）が］fi一浩衣現され   
るときに［他のものに］に依存する［関係］（IJr之1jn叩t）γaPビk軍之りであ   
については －●der（；rund ftirdiビAusiibung…■lの代わりに …（kr（；run（l［im Sinn］  
（lerA11Siihung．．．’’として統・を計るべきであったと思われる。Sakuma199（）lI：  
100ff・に］j・えられた訳例及びSteinkellner1988fI‥16のupaI）attiha（1hanayuk†iの訳  































kti）とは何か。諸菰は無′常であり，依存して生じたものであり，苦   
町梵文声閑地（41）は，SVenahetunasvenapratyayenaをviniyogaにかけて訳  
すが，aPek亭ayuktiで「諸盛は因纏によって生じる」と説かれたので，utPannana叩  
skandhanamにかける方が適切と思う。   
13：三  
であり，空であり，非我（anatman）である，と三つの認識手段  
（pram叩a）25によって考察する。即ち．倍楯できる人の言葉（apta郎ト   
ma），直接知覚（pratyak苧a），推論（anumana）によってである。   
拠として適切で，腎者の心を納得させる26これら三つの認識手段に   
よって，論理的証明という確定が為されるのである。つまり，蕗の無   
常たること，依存して生じるこ と，苦たること，空たること［の確   
定］である。これが［ものが］論拠により証明されるという道理  
（upapattisadhanayukti）と言われる。  
ものの本質という道理（dharmatayukti）とは何か。，何故これらの   
緒蕗はこのようであるのか，世間の有様はこのようであるのか，何故   
地面ほ堅さを特質とし，水は流動性を特質とし，火は熱さを特質とし，   
風は動きを特質とするのか。（何故）諸緻は無常であり，何故渥架は   
寂静なのか。同様に，（何故）色形は壊れることを特質とし，感受は   
総験を特質とし，蜜織は認知を特質とし，意志は形造ることを特質と   
し，知識は繊別を特質とするのか。これはこれらの存在するものの本   
質であり，自性とはこのようなものである。そしてそれが法作に他な   
らない。またかの法惟であるところのもの，それがここでは迫準   
正堕軋」攣辺⊥庭土．ヒ互選」毎週む∵堅乳性L連理し（叩里y；1【）、である。   






（Erkenntnismitteり と訳すことを原則とした。「確実な認減を得る手段」（meとInSOf  
v；最（iぐOgnition／knowledge）であり，広い恵味での「権威」であるl．他方，叩1・  
mapaは，pratyak＄a，anumanaの二種の認弛であり，agamapramaPaも後削二含ま  
れると考えるDharmakirtiなどの理解に沿うものは，Valid cognition／gLiltige  
Erkenntnisと訳した。rightではなくvalidを選んだのは，Ti11emans1993：Vに述  
べられた論拠をも っともと思うからである。日本語では「確実な認識」と冨うべき  
であろうか。agamapramapaの二通りの意味についてはYoshimizu（forthcoming）：  
43f．，180ff．参照。   
粧梵文声閑地（43）は，「賢者適は以下のことを確定し成立させる」と主語に訳  





う道理（dharmatayukti）と言われる。」28   
27梵文声間地（45）は，「あるものはこのようになり，（他のものは）違うように  
なり，あるいは り也のものは，このように）ならない。」と訳すが，文法上主語は  
朴▲である（，願望法が用いられているので，疑問を含む．駁案と理解Lた。   
ごH白rBh141，1l－143，16；D57b3－58b14；P68a2－69a4；大正419b－419c；梵文声閑地  
（38）－（45）（cf，Sakuma19901I：99Anm．596，100Anm．597，101Anm．600－602，  
604，605；（）berhammer1991：74f．；Yoshimizu［fortheoming］：116f．）：   
apt）k亨ayuktih katama．dvividhilPeks良，utPattyaPek桓PrajflaPtyaPek苧a ea・tatrOt－  
pattyapek！a yair hetubhir yaih pratyayaihlskandh畠n畠rp pradurbhÅvo bhavati、  
tasyatTISkandhotpattau te hetavas te pratyaya apek亭yan・yair namakayapada・  
k之1yaVyanjanakayaihskandhanatTlprajhaptirbhavati，taSyarPSkandhaprajhaptaute  
り nzlm叩誼akayavyanjanakayil－apek軍yante．iyamucyateskandhe？utPattyaPek亭aPra・  
如叩tyapeksaea．yacotpattyapek鱒yaeapraj血ptyapek軍aSムyuktiryoga upayab  
sk；ln（lhotpattayヒ Sk之1n（lhaprajhaptaye，taSmad apek鱒yuktir ity ucyate・  
（1hetupratyayaibとあるが写本に従って訂正［梵文声同地，（）berhammer1991を参  
照］；ごef．梵史声閑地namakay叩adakayavyanjanakay壬l）   
karyakar叩Iyuktih katama．1utpllnnanam2skandhanarp svena hetuna svena  
pratyayena tasmirTIS taSmin svakaryakar叩e VinlyOgab tadyatha caksu？a rup＝l－1i  
dra郎avyani，畠rotrepa虫abdah畠rotavyab，yaVanmanaSadharm畠vIJheyaiti・ruPen卑  
caksu？OgOCare，vasth畠tavyarp，去ab（1ena如otrasya，eV叩yaVad3dharmairmanastl  
iti，yad v畠Ⅰ）unar anyad apy evambhaglyam・tatra tatra dharma草am anyOnyarTl  
karyakarape pratiyuktir yoga upayab．iyam ueyate karyakarapayuktibr  
（一kzlryakaraDayuktiryaとあるが，チベット訳byababye〔1pa’irigspagangzhe  
n。，模訳「云イi】J鵠作用道牒机 に従って訂正［ef．Wayman1961：79，15］；ご〔ta〕d・  
utpann叩とあるが訂正［ef．梵文声閑地ya（iutpannan叩］；3yadとあるが訂正）   
up叩attisadhanayuktib katama．anityab skan〔lhaiti，PratltyaSamutpanna，duト  
khab，紬nya，anatmanaititribhibpramapairupllparl桓ateyadutaptagamenapraty・  
ak軍ePanum畠nena ca．ebhis tribhibpramapairupapattiyuktaibsata叩hrdayagraha・  
kairvyavasthapana sadhanakriyate・yad utaskandh畠nityatily畠Va，PratltyaSamut・  
pannatayava，duhkhat畠yah）虫unyataya，iyamueyataupapattisadhanayuktib，（1ef・  
梵文声閑地duhkhatayava）   
dharmatayuktih katami．kena kara草ena tathabhtlta ete Skandh沌，tathabhuto  
Iokasannive畠ab，kenakarapenakharalak！aPaPrthivl，dravalak！aq色白pa，u印alaksa・  
Darrltejab，SamudlraPalak？ar10Vayub，anity抽Iskandhab，kenakarapena gantam  
nirvapamiti．tatha rupapalak亭叩arP2rdpam，anubhavalak！a桓Vedana，SarTlj由一   













nanalaksapa s叩jha，abhisarpskar叩alak亭apab sar！1Sk；1rElh，Vij＝Inanaltlk叩‡川けivi・  










29  SNSuXのupapattis血dhanayuktiがやはり糎常等を証明するものであることは  
後に述べるとおりである。   
30 なぜupapapttisa（lhanayuktiに関してはこの［言及がないのかL，それは本来  
yoga，uPayaを含意しているということだろうか。   






Pranicayo yogayogavihito nyatha veti．pravicanotltipravicayab，yZlb s；lmyah I  
mithya va sarrlklrPaSVaSamanyalak＄叩e亭Viva dharme！u Vivekaval）Odhれyuktir  
yogahナSaPunar如topade畠0’numゑnarTIPratyaks叩Ca・tenatriprakar叩yOgen  




「このうち，存在物（dharma）を探求しようと思うものは，いかな   
る過剰こ基づいて（yuktibhir）観察するのか。四稗道草削二基づいて   
である。仲略）［ものが他のものに］依存するという道理（；lpビk甲－  
yukti）とは何か。諸々の．現象するものが生じるときに緑に依存して   
いることである。［ものがそれぞれの］作用をなすという道理（k之1ト   
yとIkar叩；1yukti）とは何か。異なった特質を持つ諸々のh：在物がそれ   
ぞれに作用をなすということである。［ものが］論拠により証明され   
るという道理（upEIPattisadhanayukti）とは何か。（物事を）論拠に  
よって証明するために，証明されるべき対象を認．徽手段にオ盾せずに   
ホすことである（‥，ものの本質という道理（（lhtlrmatayukti）とは付か。，   
鯉始以来，独自の特彗，姥通の特等守（svalak叩之ISamZlny；11ak興a）と  
して確定している諸々の惟質（dharm；1）において［その］付在の本   
件（Ⅲ－ilr111；ltヱl）として㍍仝なるものがものの本督である（、」二i・；   
trELl）l；tVil…rlilt）rilm叩yとl（iy（）．Vと1l｝（）（111；lh s；l畠11tilrrl畔11J・yuktinidhyanaja畠 cintヱト  
Ill岬Ib．ト描1とl川1ijい†）1－こlVilIlこlIll‘lyりh．「ニ烈とは般才1の曾慧であるいそjLはまた，撲  















19拍u二（761f．：（）heLrh；lmmer1991：76）：tiltra〔lharmllmlmarPSak；1n柑na kat之Ibhir  
yuktibhir vICaryヱ1te・．… aPビk？ayuktib kヱ1tarml，ya Sar！1Skarapam utpatt；1u Praty・  
ay叩eksa．k；1ryakar叩ayuktib katama．prthaglak亭aIJan叩（1harm；1na叩Praryビkarrl   




「どのようにして連些旦考察するのか（yukti甲Parye？ate）D（中略）   
このうち［ものが他のものに］依存するという温乳としては   
（apek苧ayuktya），世俗の観点からは牡俗を，勝義の観点からは勝義   
を，原因（。idana）の観点からは原因を考察する。二14［ものがそれぞ   
れの］作用をなすという遵些呈上ヱ旦（karyakarapayuktya），諸々   
の存在物の作用を考察する。（つまり）『これは存在するものであり，   
これが作用である。これはこの作用をもつ』（と考える）L）［ものが］   
論拠により証明されるという道理としては（upapattisa〔lhanayuktyzl），   
三つの認識手段（pramapa）を考察する。信頼できる伝吼 推論，直   
接知覚（の三つ）である。（つまり）『これについてぃ楯できる†ム丞   
（畠Ptagama）があるか否か，直接知覚されるか戸fか，推論に過：ナする   
か否か』（と考える）。（また）そのうち，ものの本質という追伸とL   
王座（dharmat畠yukty由），諸々の存在するものがかくの如くであると   
いうこと，［即ち］承認された法性，不叶思講なる法相，確定してい  
る法ノ性を信じ理解する。（そしてそれ以上）思案せず，分別しないい   
このように直選を考察するのである（yukt桓parye呵e）〔〕jま「一  
karyakarapani．upapattisadhanayuktih katama．upap‡1ttisadhanarth11m甜（lhyflSyar・  
thasya pramapaviru〔ldha upade畠ab．dharmatayuktib katama，anZl（1ikfllとIt SV  
rlaSamanyalaksapasthitadharme！uyadharmataparini？Pattihsa（lh之Irm紬l 
31 後に引く畠rBhの不浄槻の修削二間する記述から，1叶帆 勝風 樹相とは次げ）  
ようであると推測される。世間一一般における浄不浄という愁い，．i忍な批 命名．ri－．泊  
表現（sarpj雨，Samajha，prajhapti，VyaVahilra，SrBh376，1f．］が世僻であ畑．浄不  
浄であると考えられる我（atman），生類（sattva）は実字Iミしないこと 惜rHh375．  
20り が勝義でありこ 不浄なる身体は原因によって生じたものであること（Srl砧  
376，8－11）が原因である。つまり，世間の言語表側にしたがって世間の認めるとこ  
ろを観察し，その寅実のあ町方を観察し，それの起こった原因を観察するのであ  
る。   
35 
畠rBh369，8－20；D134b6－135a3；P163a5－163b2；大正451c－452c百（・f．矢板198鮎：  
（70）；Sakuma1990ⅠⅠ：99 Anm．596；（）berhammer1991：75；Y‖慎hmlほu  
［fortheoming］‥117f．）‥kathaITlyuktirpparye？ate．”tatraPe垣ayuktyas叩VrtlrTICa  
SarPVrtitab，Param由rtharp ea paramarthatab，nidana叩Ca nidanatah pElry呵tf・ 
















”り往略鼠 馴榊）糾点から叩串；lyし11itiを考翳する」とi㌻われ，持休的  
な考察内容がイ珊観になっている。そしてこの不浄観の修聞から欲望を断  













の解説（l．amrim465b－466a3）では．「通牒軋 はrigspatsholbani，］t（）Spal主rigs  
IJ；1niというように目的謂・か主語でホされている（〔f．拉尾1954‥357；Y（JShi血飢ユ  
けorthぐOming］：11鋸。   









punah sarTISkarah karmakle畠ahetukility evam apeksavuktya m；litr叩I）Il・  
rye？ate（380，11f．），eVamaPek申yukti甲pとIrye弾te（385．8），ぐV叩kと卜  




upapattisadhanayuktirp dharmatayuktirp pary叩Ite（388，11f・）．kilth叩  
yuktirTIParye！ate（442，4）などの用例が見られるが，全てノ川0）考雪雪U）  













ではないか，と思うのである。   
㌣k板秀臣氏のご指摘による。「梵文声閑地（十五）」（近抑 に含まれる描画1  
ある。   
品隼〃汗′〃－′・肌…・‘川曲〟用Xにおける四椎♂）yuktiについて139  
「四種の道理とは，（それぞれ）正しい思索（yoni去omanaskara），   























その本質である（＝（lharmatayukti），という連続仲である（1tLし三番日は   
い一 MSA XIX45；人正653b（cf．失似1989a（72））‥yOni虫～1よc之ImanaSkar埴  
samyElg（1押ihphal之InVitaIpramapairvicayo’ぐinty叩jney叩yuktieatu担yami箋  
‘＝ MSABh（＝MSA168、7－12；I〕244b7－245a4；Cf．矢板1989a：（72））：tatraPek苧a－  
yuktistri亭VaPiyanビ？uyOni虫omllnaSkarab．モamこIpek苧yatenaPratyayenalokottara・  
yab samyag（lr継r upadat．karyakarapayuktih samyagdr郎ih saphala・uPapattisa－  
〔1hanayuktih pratyak芋adil〕hibI）ramapaib parlk？El・dh＝1rmatayuktir acintyarTIStha・  
nam．iddha hi（lharmata na puna畠cintya．kasmat yoni畠omanaskarat samyag〔1r郎ir  























患眼を持ち，論理をなし，考究をなし，論理に通暁した軋 自らの機  
知に依拠する（位），凡夫の（位），考究にしたがって行動する りi†：）  
に任する者達が，よく決定された知の領域であり，知られるべき事柄  
を，直擢知覚，推論，信頼できる人の言葉という認識手段に依拠し   
て，42論拠により証明されるという道理によって（upapattisadhana・  
yuktyA）証明し，確立する。このことが道理によって承認きれた食   
42 pratyak亭am anumanam aPtagamaqlPramiDarP nigrityaをupapattisadhana・  
yuktyaと並べて．prasadhitarpvyavasth如itamにかけて読む。次のMAVBhの榊  
例も同様であり，矢板1989a：（70）もこのように読む。相馬1986：108はsuvini哀・  




自惟］44に基づき，道理によって承認された真実は三つ［の認識手   
段］45に基づく。（MAVBh）賢者であり，理に通じ，論理をなす者た  
ちが，三つの認識手段に依拠して，論拠により証明されるという道理   













I）a叩mlm叩SakIlnaTTltark；lParyapann盆ya叩bhumau sthitana叩SV；1y叩Pratibhani・  
ky叩1Parthagjanikyar！1mirnaI71Salnucaritaya叩Pratyak？amanumanamaPtag∈lm岬  
l〕ramaPar71ni虫ritya suvini如itajhanagocarojheyarrlVaStupapattisa〔lhanayuktyapra・  
sa（1hitarpvyavasthapltam，i〔lamucyateyuktiprasiddha巧1tattVam・   
吊 MAV42，6がparikalI〕itasvabhavatとほ利することに拠る。  
15MAVT128，3f．でSthiramatiは「三つとは三性である」ど注釈し（trivi（lham  


























































「このように，この［ものごとが］論拠により証明されるという道   
理は，直接知覚という認識手段，推論という認識手段，信頼できる伝   
承という認識手段（の三つ）に基づき，五つの特徴によって清浄なの   







よる。）   
4Y mDobtuspaP66a2－6；SNSdVP158a8ff・，158b4f・，164a4f・，164a6f・（cf・Stein－  




85の記述は適切ではないので，訂正したい。   




1）それ（＝対象）が直接認識されるという特徴l。   
2）それ（＝対象）に依拠するもの（（lelagnaspzl）が郎鋸已抱きれる  
という特徴。   
3）同類（rang如rigs）の例が引かれるという特子軋、   





して生じている直接認識されるもの 例えば畑）を述べていると筆者は考  
える（これについては後に論じる）。3）は、l）ramaり；lが三縄にl舅・柁きわ  
ている以上 独立した皆喩（upamana）という一級織手段をL；．押）ることは  
きないので，2）推論に用いられる同類例と理解すべきであア）う11、与 ノ1）  
は，1），2），3）の特徴が完全であるという．改味であろう   
梶山博士は，1）をも推論に関するものとし，3）はせの申の轍軌  
50 sNSu157，30ff．；P57alf．（cf．Yoshimizu恥rthcomingj：lほf，）：deltzlr－tha（7  
pas＊sgrubpa’irigspadenimngonsumgyitshad ma da鞘jrjぐS Su両Jagl川－1  
tshad ma dangIyid ches pa’ilung gitsha〔lmas mtshan nyidlnga匹＝  
yongssudagpayinnol‡（＊’thadpa’iをPに従って訂正二）   
51 「晴浄でない七つの特徴」についてほ，SNSu158，卜27、槻山19糾：射け、懲  
照。   




gtanlaphabpar＊bstanpa’imtshannyiddoH＊ef．Pgtanlabahparj   
53， 
Jamdbyangsbzhadpa，irdorjeは，7thig鮮als10ngLhlLngVZ［5hud伽・E  
rnam bshLLdの中で，Candrakirtiが世間の見解に準じて認めたupamanaを含む囲  
つのpram叫aが，仏陀自ら認めたものであることを示そうとして，このSNSlj X  
の説を引く。それは彼の強引な解釈であると想われる。Yoshimiztlげ【）rtll…mm針  














つの認識手段と見るのである。57また，SNSdの時代に，agamaが推論に   
M梶山1984：59f．   










れない。   




a，itshadma＊dang  itshad ma  tshad ma dang rjes su   





ltshiggidonnibshadpabzhindusbyarro‖de’i’ogturjessudpagpa’itshad   
146  
含まれるという考えがあったとは．軋えないく、・【，ボ以一仁五つそれぞれについ  
て検討し，この間踵を明らかにしたい。   
五つの特徴は，SNStl自らによって次のように．龍明きれるこ一，  
「1）このうち（1）について）：（a）全ての規範するもの f、du   
byed）が軽骨であること，（b）全ての現象するものが苦しみである  
こと，（c）全ての存在するものが撫我であることは，1桂岡でl机射二  
認織される。このような類のこと（（1ビIt；lt川da咽mthtlrlI）Zl脚哨   
yinpa），それが「そ・れ（＝対象）が直接認識されるという特徴」ほ  
示すもの］である。  
2）（a）全ての現象が利鞘滅であること，（b）他世 匡瀾憫∴ 来  
世）が存在すること，（c）韓悪の業【の影響］は滅することがない  
こと，［これらは酢接認織されないが］これらに依拠する［以卜のこ  













とおりになるのである。その後に，碓濾という認減㌢段の∴射′ト ほして】訂ぞれ  
らに依拠するものが蔽接認織されるという特徴』と『同税の例が引かれるという特  
徴』によって酒浄であると教ホが鋭かれるのである抱」   
ここでは，直接知覚を西棟とする，胤機知鴬の定轟を分別を触れた不遇乱な如と  
する，推論の論証因の三三条件に歯及するなど，Ⅰ〕ignaga，Dharmaklrtiの脱に従っ  
























に共通に確定しているが故に  （grubparbyabalagcigtungespa7i  
phyir），［証明が］「完全であるという特徴」［を示す］と知るべきで  
ある。   
5Y このskyebaは，性きること」というよりは，この酎二「生まれること」を  






で，このように改めた。梶山1984：56も「自在でないこと」と訳している。   





も知れない。梶山1984：56も「［内において］」，「外においても」と訳す。   
148  
5）マンジェシエリーよ，根：仙一切智者がお説きになりた次のような   
こと，即ち「捏紫は寂静である」というような類のこと－それか「極   
めて清浄なる伝承（lung，agama）が敦ホされるという楷軋ほ′lこ   




規は，1）～3）の過程で「証明されるべき対象」が粟は同・・であること   
62これは呼格と読むべきであろうし，Yoshimiztlげ（）rtl－川Ⅰ－1iI梢）：12‖・の・Jミ●－1－－  








can sna tshogslas sna tshogsla gnas pamng（）n Sum（lu（i－1一僻I｝a押一尺yinl拍  









yin pade niranggirigs kyidpenye barsbyar baIimtshan nyld ylntほr r哨t）ilr  
byaloH4）deltardemngonsumdu（1migspa’imtshannyiddangi（I｛・la脚a叩a  
mngonsumdudmigspa’imtshannyiddanglranggiri齢kyi（恒nyebnr止甘㍍  




tu8rnampardag pagtanlaphab7parbstanpalmtShannyid yinparr哨Par  
bya’0‖（1cf・Plthunpa；2pde欠；3rtagparra苧SPanyidを・汀l王icf・Pm哨Par  
rigspanyid］；4pharolをSNSuVに従って訂正；＝，cf．Pyang；hrgyudpaをPに猛り  


























bh包va－，karyahetu）のどれかと考える。67梶Lll博士の解釈はここでは托   
桐梶山1984：59  
（il梶LLl1984：55，59  
（Ifう梶山1984：59   
←i7 sNSuVP170b8f．‥delazhesbyabanirjessudpagparbyaba’ichoscande  
l；l’o tIgnas pazhes bya banisgrub parbyedpa’ichosthamscadkyichosmi  
dmigspa－amlrangbzhinnam’brasbu’irtagsso‖別の注釈書であるmDobtuspa  
は，deを「推論されるべき隠された対象（sgrib paliyul）」と簡単に述べる  
（P91a6f．）。この注釈書には，後牡の仏教論理学よりも唯織説の影響が漉く，ここ   
lEia 







利邪減にほかならない。例として，（a＊）内外の綿々の硯象にどの   
世間でも知られている生死の認識が引かれるごとくである′叫、柑  
あるものに（b′）様々な菜に依拠した（結果）が直接認識きれる   
（とき），そのものに他牡（＝前世）はまさに存在する。ゝ一例として，   
では参照しない。   
柑梶山1984：59   
㈹sNSuVf）172∈1即．（179l｝4f、に同史がある）：（～l）糾明l＝Tlirt叩いa叫びl）をl叩i（1  
n－叩（）nStln一山＝ln－igsp＝lenisk；1（1ぐign一朗nyi（1yi－－t（l】（ll）ぐrr－～川；lI礪rl；1ng‡）hyi  
rolgyi、〔ltll）yPぐ】rmanslil’jig rtentllanlSぐ～l（ll首l抑l即P壬IlⅥ－i－I－l－いtウ一組（la叩Sky【▲  
badmigspanycharsbyfLrt）altabul   
これは，論証L封♂）∴条件の範∴「同類のもののみに存在すること」が備わりでい  
るとホすために述べられた式である（－、この一手減に閏Lて，節・の条件「推編の対像  
に存在すること」は，次のように脱明されているレ   
SNSuVP172114ff．：rjessu（lp哩＝鱒rbyabala＊vod）｝anyidkyitshulnidel壬1＊  
zhesbyabasbstantelrjessu（lpagparbyabal～lZheshy…lba niぐhost・anldu  
byedkyi（lngospodela’olyo（1panyi（lcest）yat）aniぐhos（・an、duhy”lkyi（lngos  
podelasgrubparbyaba’ichosskadcigmilnyid絹ruhparhypdl）～l’iphyいgSkyi  




（dh王1rmin）であるかの現象する軍物に，ということであるか 存撫する，というの  
は，基体であるかの現象する事物に，論証されるべき麟性 rsadhy之IdharmaJであ  
る剃椰減惟を論証する属性（sadhana（lharma）であ畑本質的屈伸に凝づく論証囚  
（svabhヱIVahetu）である，直接認漁きれる粗大なる軽骨性が存在することであり，  











問でも知られている繁栄と窮乏の認識が引かれるごとくである。71」72   
:O 
sNSuVP174a4f・（180a4f．に同文がある）‥（b）ganglalassnatshogslagnas  
p之ImngOn Sumdu dmi酢padela ni’jig rtenpha rolyodpanyid de［〔lperna  
nang（lElngPhyirolgyildubyedrnamsla」1grtenthamscadlagragspaliskyeba  
las（）gSl〕aSdugl）SngaldmigspanyebarsbyarbaltabuI   
これは論証因の三条什の第二が備わっていることを示すために述べられた式であ  




tsh（榊（le・1il閥rub par hyこIt）El、ichりS’j庵rtpn ph∈1rOIsn脚rna yOd pa nyid du  









は］基体と言われるのである。」   
異類例として「兎角」（rit）Onggirva）が挙げられる（174a6什）。 
il sNSuVP175a8ff．（180b5ff．に同文がある）：（c）即Inglalasdgebadangmi  
I■ dgel）ala gnas palmngOn Sum du dmigs pa delilnilas dge ba clangmidge ba  
chudmizabaste‡dpernanang（langphyirolgyi’dubyedrnainsla’jigrten  
thamseadlagragspalrangdbangmedpadmigspanyebarsbyarbadangphyi  
roldaglayangJlg rtenthamscadlagragspa’ilbyorpa dangrgud padmigspa t■－  
nyebarsbyarbaltabul   
これは論証囲の三条件の第二が備わっていることを示すために述べられた式であ  
る。第一－・の条件は次のように説明されている。   
SNSdVP174b8p175a3：rjessudpagparbyabalayodpanyidkyitshulnisems   
152   
これを論証式の形に書き改めてみると以下のようになろう。  






zhesbyaba2nichoscansernscanbdebadangbsdugbsngalbalal（川yod pa  
nyidcesbyabanichoseansemscanbdebadangsdugbsngalbadelasgrubpar  











である。」   














「自在でないこと」，「繁栄と窮乏」は例であって，理由ではない。   
73上の注69を参照。   






る。例えば内外の現象における生の苦しみのごとし。   















よう。   
（a）（主張）全ての現象は刺那減である。  
（理由・喩例）（それらに）例えば生死というような粗大な無常  




直接知られるから。   
（c）（主張）（過去の）善悪の業（の影響）は消滅していない。  
74上の注70を参照。  
75上の注71を参照。   
154  
（理由・喩例）例えば叶：自軋 繁軋 軋乏のように（遇よの）  
浄悪の常に依拠した（結果として）や福，不やな′ト驚！がけ兄世  




















「自在でない」，外的に「繁乳 窮乏」という形で祝われるのは某の鵜野ご  
あり，ものごとが因果によって決定され，本作に拠らないことを′JこLてお  
り，自作の膏定という意味で法糎我の例と理解できよう1ノ このことは  
SNSLIVも認めているのであるて。7t；   
7h sNSuVP169a6ff．：dela・（lut）yt・dthamsc妄1rlmirtzIRPl＝1yuhⅥhylLhil＝1t・hi  
■l〕h（）ba（1angskyeha（lang jigpadangchagspa’imtshannyi（l即叩yinp；llol■（lu  
hve（1thams ca（ls（lug bsn即It）ヱInyi（lce・S hy；lt）a nina〔11a st唱S Pa S（hJg hsn脚I  
nyi（1（lugrubpa脚ngyinl）a’ol！ehosthamsCadhd哨medzh鮒hyabilnlbrIビt｝祖  
（1angs（1ugbsn脚11asり即‡）adaglar之l堀（iba哨medl）；ln）・i（l（l11即Ill）l）il糾明〉・iI－  
l）a、｛）il「＝ここで訂全ての現象ほ撫常なるものである遽 と（雛にき －－iわれるのは．  
【それらが】柁，′ト，滅．形成を特徴とすることである・ノ『1でての機敏ほ許なるもの   
．hHZdJli7LjrnLuuLnLZ∫lL仙Xにおける凹種のyuktiについて155  
である』とi－iわれるのは，［それらが］病気など苦なるものとしてあることであ  
る。『全ての存在は無我である』と言われるのは，［それらが］辛楓 不幸などに自  
らの力でなったのではないものとしてあることである。」；179a4－179bl：dpe’i  
mtshan nyid dang rtags kyimtshan nyid nithams cad du yang mngonsumgyl  
donyinparbzhedpasdpe’itshigbzhipo’didagnisngardemngonsumdu（lmigs  
palimtshannyidbstanpaliskabssu’dubyed thamscad nimirtagpanyiddang  
chosthams〔闇dbdagme〔lpanyid’jigrtennamngonsumdudmigspazhessmos  
pa’itshig gsum po de d妄Ig gingobo nyid yintedpe’itshigthamagnyis geigtu  
bs（luspa’igorimbzhinnolldedeyangdpe’itshigde’didaggidemngonsum  
dudmigspa’imtshannyidkyitshiggsumpodedagbsgrubpanimayingyi［de  
mngon sum du dmigs pa’imtshan nyi（lkyiskabs su bstan palimirtag pa nyid  
dangsdugbsngalbanyiddangIbdagmedpanyi〔1kyingobonyidkyidpegsum  
I■ po’didag gis dela gnas pa mngon sum（1u dmigs palmtShan nyid bstan pal  
skabssu bsgrub parbya b妄l’iehosgsum podag sgrub parbyed paliphyogskyi  
















ldu byed rnamslaljig rten thams cadla grags pai’chi’pho ba dang skye ba －   
（1migs pa nye bar sbyar zhes bya ba’dinisngar de mngon sum du dmigs pal  
mtshannyid bstan pa’iskabssuldu byedthamscadmirtagpanyid－jigrte・nna  




べられたことを本質とするのである。」；179b8ff．：nang dang phyirolldu byed  



















の認識手段とい う論拠によって証明されるという道理」血叩叩之Ittis壬l（1lュか  







1a’jigrtenthamscadlagragspalrangbzhinmedpanyebardmi耶PaShyarha I■  
dang phyirolla yangJlg rten thams cadla grags pal、t｝y（）r bildang r即d pとl I■■  
dmigspanyebarsbyarbazhesbyaba’dinisngardemngonsumdu（imi齢P意l．i  






述べられたことを本質とするのである。」   
SL17？Ldj2i”tr〃軌・L17tL）5〟tr（）Xにおける西棟のyuktiについて157  























が，中でもupapattis畠dhanayuktiは，三つの認識手段に拠る考察として，   
77巌密に冨えば，dpyadpagsumの場合は，agarnflpramaPaはyidchesrjes  
dpagとして推論の－‥■つとされる点に，本来のupapattisadhanayuktiとは遇いがあ  




（81卜（85）参照。   
158  





ば，それは正しいと理解されるのである。SNStlは，玖体的に無駄 軋  
解我などの教兼に霹及したぃするとここでは，仏陀がfさiらげ）教えを－iりの  
認識手段によ って確認していることになる。仏陀はnらの教説明，ilIミとLて  
いかなる纏amaを引くのであろうか。「マンジェシエ リーよ，H…・切智者が  
お説きになった『浬蟹は寂静である‘割 というようなことが，極めて清浄な  
る伝承が教示されるという特徴をホすものと知るべきである－1と尊削よ鋭く  




うでないものがあると区別したのである「ユ ニのことによって，仏脱の権威  
は鯉条件に認められるものではなくなった【－｝それも附き旺桐義の．乱徽㌢投  
という方法に従って検赦される対象とな－r）たのである′、虫rⅢ－もSNStlに  








種の考察によって清浄な伝承」（（1pyadpagsumgyis（lai＝卵－ilung身 とⅠ；  
われる。79仏陀の言葉はそれだけで倍癖できる伝承であったほずだが，外  
79蔵摸大辞典 一民族出版社1985）を参照のこと′・，これほPVI215 恒㌻叫融斬一  
nanumaneLna〔lvividhen叩y aba｛1hanamldr！！ad揮arthay（，raSyaVisilmVadi”t‘1d紆  
thayob肘 に拠ると考えられているへTi11emans19鋸：35，4誹．2、45rl・晩柑9竃1Ⅰ  
：27，12－28，5，27n．75，1993：9－15参照r〕木柑1987：闇汁が，Ⅰねr汀IilrinぐIlen   
SL”（ldJli71i7・拙）（－（肋15u［7tLXにおける閏種のyuktiについて159  
側からの検証を必要とするようになった。その先駆がSNSuにある。甜  
＜追記＞ 本稿脱稿後，PowersによるSNShの英訳が発刊された  
（Powers1995）。それによると，yuktiは“reasoning．1，あるいは“analy－  
sis’一 と解釈されている。Powers1995：285－289参照。  






られている（梶山ユ984：79，若原1985：60参照）。   
帥 桂博士はかつてDharmaklrtiについて次のようなコメントを記された。“Finaト  
Iy，thereareanumberoftopieswhicharediscussedforthefirsttimebyDharma・  
klrti．For example，he tries to prove severalBuddhist doctrines，Viz・mOmentari・  
ness，eXistence of theL Other world（paTtlんka）and other eontinuants  
（santarlaniaru），etC．He also gives a detailed discussion on both Buddha an（1  
‘igma”（Katsura1991：144）．この先駆は間違いなくSNSbX，畠rBhにあるであろ  
う。   
160  
Supplement to Y（〕Shimizu（f（）rthe（MrlinR巨＝聴l封notヒ▲Sボ5iⅢ（l！鼻u（m  
．ヽ・iJかノ  
This p叩er entitlted●LSamdhI71i7・m（”u”‘L5〝仙X niりk軒u Shishu no  
yLLktinitsuite’’（＝（）nthefourkin（ls（）f v〟httinthぐ1圧・nthぐh岬血㌻（｝ftht・  
ふ〃削が汗示JW…化川皿血行甘 ai汀ほt（）reぐXanline†hピーTlt▲～川ir嘱（，f、V〟かノー；i噸量】t  
inthissutrilaSWell壬ISinother紺rlv Yt悩lぐ；lriltrelltiトモゝS、；lrl（linitItryt（）  
improve my previous discussion‡）rぐSenttL（iin Y＝属himizu（f…・th（冊一一in拷）：  
114－124notes85and92and a〔1d s（）nlピーlぐ＼ViJlt叩Jrぐはtiり11S．rlぐ㌻ぐ、for  
thosewhodonotrea〔1thisJapanesep叩ビr、Iwoul（＝ikt・t（丹叩l之1int）riefly  
mynewremarksonandeorrections（）fmy pr畔i（）uSIW＝n（血S・   
Inn（血85＝1a＼renlaiIllv高批≠柑正＝1（）W tllぐt粁m．V〟かざ■叩I）拍ri鞘i‡l  
theSNSu，SrHh‡lnd ASi”lSSl川1ぐ（lltOm㈹1椚1（｝t－j鉦tivt・即一）Mld冊l）rin・  
ciple whiぐIlu）tlSiドits（）f thぐPhⅢ（）rnen；llw＝・l（l＝r f；lぐtド；m（ll）；冊（lりn  
Whiぐh…1ぐぐヱ1nぐ叩1～li‡l併igi‡ほti川－＝1Jld（・Il；l哨㌣い＝i■f）1－f▲－－…－－＝l＝ト、Vぐ】】ニ1ト  
relationsl）etWet｝n thin即in（、1tl（lingl（哨iぐ之Ilrtll；lti＝1ト．N；lnll｝ly、tl津f…lr  
kinぐIs ofγ〟如／，てイ才．‘ゆ殖叩〟か∫，点（〃γ‘Jん肌理、VJJかJ、ゆゆ‘〟J…〟ノム‘川巧Ⅵ′れ  
a‡l（1（タカ〟r椚〟J哩〟かいl用y‡）eぐ＝lポi壷㌻ビ（it（。）丁仁イ汀rt坤州iv〔・lyt｛｝tl－た・雷）riIユー、i－  
Ⅰ）lビtll壬It a tllir唱Ori如IateS an（lisll之Inle（liTl（】叩Pll【1Ⅲrぐ川l＝†llモーrド，tllぐ  
PrinciplethatathinghasitsownfllnCtit）11，the・Princit）le・that；lthi堀ist（）  
be proven by means（）farguments，and thtLPrincil）lt・tha＝＝hing h；lSitト  
ownnature・ThisylLk（iiss壱1idtol）ぐarightmet＝一S（＞，√桝）8】；lSWモーIl；1ドil  
means（〟♪叩d）（畠rBh141，1卜143，16）壬1n（iiss…m紬－1ビSllSe（li－1tl－ぐi－－・  
飢rumentalform（speだ．g．AS8l．15－21，Sr重油3∈軌8仙20き sin（ニモ▲．i！lnュy  
Opinion，J〟如才isameanst）y Whicll（）neun（ler紬111dslh㌣r鮒1ityo一肌tふ  
jeetofinvestigation．  
Near the end（）f the note（p．11馴Isu甜e・St that thモ・termJ・tLktt  
appearingin MSA XIX45，BBhIV，MAVIH12耶Wt！llasin the・ぐOm－   
ホ1lw（｝u】（用ket（｝ameれ（】myfJrピViousin－叩retati｛－nf｝fth‥珊ーり仰ilさ‥Zt】S淵・  
menhang‖acぐOr（iingtoSthiramatl■sus礪elnT摘h26tsピ㌣nりtた・：i2ofthlSp叩ぐri■   
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mentariesontheSNSu，て′iR：．mDobtuspaandSNSuV，SeemSOnthecon－  
trarytohavea subjectivemeaninglike“argumentation”，Whichis ofthe  
Characterofaninstrumentora means ofprovingsomething．Insofaras  
MSA XIX45isconcerned，however，Iamnowoftheopinionthatyukt［  
istobeinterpretedinthesamewayasintheSNSd，SrBhandAS．MSA  
XIXstatesthatthefourkindsofyuklireferrespectivelytorightthinking  
（ynni30manaSka771），COrreCt View（samyagd！？ti）accompanied with an  
effect（j）hala），investigation（vicqya）throughameansofvalidcognition  
（f）77Lmarta）and object ofknowledge（j力eya）beyond thought（acinwa）．  
Actually，thefirst threeJ′〟ktis are equated with subjective actionsin  
one’s thought，but，aCCOrding to the Bh㊥a（MSA168，7－12），they  
shouldbeunderstoodtorefertotheobjectiveprineiplesasfollows：Apek－  
＄ayukti［＝theprincipleofdependent origination］consistsofyoniioma－  
JIEISkd711withregardtothethreevehiclessineesamyagdT頑OCCurSinde－  
pendence on thisJ′（Hlijoma，la5鳥‘〃tl；kaTya点aTtlIlayukti［＝the prineiple  
thatathinghasitsownfunction］eonsistsofsamyagdT？fisinceitcauses  
the aban〔1onment of attachment（kleja）；uPaPatt；sddhana3JLLkii［＝the  
principle of the proof based on arguments］consists of正明脚through  
j）nlmaIta Since the fact that samyagdぞ？［iaecompanied by the abandon－  










donment of attachment；aS uP‘ゆatlisddhanayukiione shouldinvestlgate  
thatthefactthatthemeditationonimpuritycausestheabandonmentof  
attachmentistobeprovenbymeansofthethreepnlmdT2aS；aSdhaT7na－   
162   
tayukiioneshouldinvestigatethenatureofthemeditati（）T一（miTnPur恒to  
causetheabandonment ofattachment．Thisseriesof vl（k／ZS b郡正副ヽ▼‖汀・  
respondstothatofMSAXIX45．  
Yet theword y〟kt！inthecompound vLLh！4utlSiddhu［｛Ltt‘Z・Ft‘Lin‡う‡3h  
IVand MAVIIIseemstohaveasubjectivemeaning，f（）ritrpfeLrSSOlelv  
to upapaitisddhanaylJkti，nOttOthefourylLktis，intheLSenSe（）f；lninstru・  
ment or a means ofidentifying what the truthis．BビSides，it must t）tl  
noted that this truthis not about Buddhist teachin紳but（mlv c…lVビn－  
tionaltruthsincebothtextsdistinguishJ〃kap7てLSiddh（tl‘沼7，tJan（lvILktiP7tL・  
誼〟仇批沼M from摘ぬw甲甜流血町擁J〃埴・机…Ⅵan（lJカ叩‘け‘沼叩‘Jて心～′－  
LMhUjldnagoca777；the former two coneern the worldly；lCkn（）Wlぐ（i即d  
truthsandthelattertwothetruthforBuddhistssuぐh壬1SilL7t．VLLtu．  
Although thelater commentaries on thp SNSu（ml）ol）tuSl）；llln（l  
SNSdV）presentvariousnewinterpretationsofthefourkin（1sof、VtJklt．il  
is not really correct of Yoshimizu（forthぐOming）：119to痛Itt・th；ltl一（lq  
eause they explain the fourJ′lLktis as expositi（m（bsttLn PeI）（）f（・l叩川【l・  
ence，function，PrOOf throughthe threeJvⅥmeL！LELS an〔1n…1ttlrぐ（一f thin掛  
theyagreewiththeinterpretationoftheBI姑Iln（lMAV、f（）rthぐid拍th壬It  
thefourkindsofyuktiis exposed（bsta′1j＞a，＊ゆL｛k血）iss憎Iil＝ht・  
SNSt］itself，Which says that the eharaeteristic of aspe・（iis tol）e，un（lprl  
StOO（1as the exposition of the eight［viewpoints］ofinvesti即ti＝1  
（includingユ′uht［）（SNSd154，18f．）．  
With regard tonote92，Iwouldlike to make the foll（）Wir哨Ⅲrr”・t  
tlOnS：  
1）p．121（c＊）Germantranslationofthewor（王7u′Zgdba”gNZ＜・dp‘～   
“Fehlen von Verm6gen”→“Fehlen von Unabh主ingigktAit”in th仁・   
SenSethatone’spresentstateisobtainedin（lepen〔1enぐeAOn（mt／sりWn   
Previous deeds and works．Thisis an exampleれOt Only（｝f thビinl・   
Perishabilityof（theinfluenceofprevious）works ua5，kLmTlu［～i、but   
alsooftheselnessnessofthings（bdagmed7Z｛Li7utmya）．  
2）p．121（c＊）タカ〟m／血g〃〟b〃g→〆〆m／毎′～〟；岬；汀ttOr（1i噸   
to SNStlV；German translation”beianderen”→ L．bei畠uβt・ren   
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［gestalteten Faktoren］”；－◆［beisich］‖→“［beiinneren gestalteten  
Faktoren］”   
3）p・121f．5）German translation“in dem Allwissenden Mahjugri  





SyStem・It has sometimes beenidenti丘ed with thelogiealmethod ofthe  
Pram叫aschoolandsometimesusedindependently．Sthiramati（6c．），for  
inst之1nCe，Claims that uj＞aPatli3ddhanayuktiis an exposition of alogical  
reason with the three characteristics（t771irqtvalihga）based on thetwo  
kinds of f”・uma！la，「壷．prutyak！tL and a7”m｛血（MSAV D202a3f．，  
MAVT128，20），While many p‘lTtTlokus［ddhi－teXtS from 7－8c．have  
ヱ1（1（）I〕te（lthemethodofupaj｝attisadhanayuktiindependentlyofthatofthe  
l）ramaIla SChool（cf．Steinkellner1985，1988）．Itisinterestingtoseethat  
theimportant topics forl；lterBuddhistlogicianssuch as k3‘171ikLltT・uand  
theexisten（、eOfj）a711loh（ZWerealrea（lybeinginvestigatedbyearlyYog畠－  
cElrins・H2Moreover，theSNSdsetsforthmostprobablyforthe6rsttime  
in Buddhisttra（1itionthemethod ofexaminingthewords oftheBuddha  
himself by means ofthe threepnlm叩aS，a method whichis eommonly  
aecepted byIn〔1ian thinkers．The如ad pa gsum，a pOpular method  




whichIcould notreferin Yoshimizu（forthcoming）：“BonbunSh6monji  
（8）”（The jruてJakabh滋mi，Part VIII－Sanskrit TextandJapanese  
Translation）by Sh6monjiKenkydkai（Study Group of the   
隼い．alsoSrBh470－486，Wheremonentariness，eXisteneeoftheotherworld，ete．，  
areinvestigated by means ofinference（indicatedinYaita1989b＝Appendix5to  







and Appendix5“Sh6monjiniokeruSanry6setsu”（The theory ofthe  








ノ1bhidhar〝“L S‘1”川‘、（Ely‘L（イ■As’L；7ga，Critically edite（land stu・  
died by P．Pradhan．Santiniketan1950；D4049，P5550；大正  
1605．  
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